
事業所名：株式会社福尚 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

 弊社の経営理念である「わが社は、地域の方々に愛され信頼され、正直・誠実な心でお客様に 

幸福な人生を提供できる会社を目指します」は、SDGs の達成と軸を同じくする考えであり、社員 

一人ひとりが、この経営理念を念頭に事業活動に取り組むことにより、SDGs の達成に貢献して 

いきます。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

社会 

経済 

２０歳代までの若者の地元採用、 

定着促進 

現状：7名  

2026年までに 10名 

現状：8名 

2026年4月新卒採用

にて 10名予定 

☐環境 

社会 

経済 

外国人の雇用促進 
現状：1名 

2026年までに 3名 
現状：3名 

環境 

☐社会 

☐経済 

週休２日制への改定と残業を減少さ

せることで消費電力の削減 

現状：エネルギー使用量 21,334kwh 

2026年までに 

エネルギー 

使用量 2％削減 

現状：10月時点で 

18,336kwh となってお

り未達予定 

理由：社屋拡大によ

り電気設備を増設し

た事が考えられるが

LED や空調設備は、

省エネ性の高い物を

設置し環境への配慮

を行っている 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

社会・経済に係る「人材雇用」に関しては、前期の指標を全て達成する見込となった。 

社内環境や規定の改定、学校訪問や企業説明会出展による効果と考えられる。 

環境に係る「消費電力の削減」に関しては、社屋の拡大による電気設備を増設した事が考えられ

るが、当申請書作成時点で九州電力からの明細が未着だが、昨年同時期の実績を参考としたと

きに、未達となる見込となってしまった。業務改善を目的としたＩＣＴ機器の増設などもあるため、 

電力使用率の増加に至ったと考え、更なる節電意識の向上を図っていきたい。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

社会 

経済 

２０歳代までの若者の地元採用、定着促進 

及びメンタルケアでの精神的離職者の削減 

現状：20歳代 8名在籍 

2029年までに 12名在籍 

精神的離職者 0名 

専門医との連携により 0名継続 

環境 

社会 

経済 

地域貢献活動を通じて地域住民等の環境安全 

向上を図る活動を積極的に推進する 

2029年までにボランティア活動を 

毎年 4回以上実施する 

環境 

社会 

経済 

社内から排出される古紙を障害者施設へ搬出し

提携の製紙工場にて再利用し、改めて買取るこ

とで障害者の雇用保全も行う 

現状：年間 450kgの古紙搬出 

2029年までに毎年搬出及び買取

を実施する 
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・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

鹿児島信用金庫・南日本銀行 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


